
家庭学習の手引き
家庭学習の手順(はじめるまえに) 家庭学習の 3 つのポイント 保護者の皆様へ
学校からのたよりを，家の人にわたそう
何の学習をするかきめよう テレビを消して勉強しよう よい学習習慣は低学年から！
明日学習することをたしかめよう
宿題の何からするか，考えよう 机の上をきれいにかたづけて勉強しよう 同じ場所で，同じ時刻に！
よい姿勢で，鉛筆を正しく持ってしよう
集中できる，静かなところで，目標を決めてしよう はじめる時間を決めて，固定しよう 目安は，学年×１０分以上！

1・2 年生

国語
＜おんどく＞
・はっきりした声で元気よく読みましょう。
・はやく読めるまでくりかえし読みましょう。
＜かんじ＞
・かん字にはふりがなもかきましょう。
・覚えた漢字は使うようにしましょう。
・ゆっくりていねいにかきましょう。
＜ことば＞
・いみのわからないことばは、だれかに聞きましょう。
＜どくしょ＞
・読みはじめたらさいごまでよみましょう。
＜さくぶん・にっき＞
・お話しするように書きましょう。

算数
・教科書やドリルの問題をといてみましょう。
・計算もんだいは、おなじようなもんだいをくりかえしやり

ましょう。
・ぶんしょうもんだいは、かならず絵や図をかいてみましょ

う。
そのほか
・えんぴつをけずるなど、じぶんでつぎの日のじゅんびをし

ましょう。
・おてつだいをたくさんしましょう。

家庭での援助

※家庭学習を始める前にテレビなどを消しましょう。
※勉強する場所の整理整頓をさせましょう。
※学校からのお便りなどを子どもと一緒に確かめましょう。
※学習の開始時間を守らせ，できるだけそばにいてあげまし

ょう。
※毎日きちんとやりきらせることを習慣付けましょう。
※一緒にかいものに行ったり，時計を読んだりといった生活

経験を増やしましょう。

3・4 年生

国語
〈音読〉
・家の人に聞こえる声で読む練習をしましょう。
・正しくていねいに読む練習をしましょう。
〈漢宇〉
・覚えた漢字を使って言葉や文を書くようにしましょう。
・筆順に気をつけて、正しくていねいに書きましょう。
〈言葉〉
・国語辞典や漢字辞典をたくさん使いましょう。
〈読書〉
・読み始めた本は、読み終えるようにしましょう。
〈作文・日記〉
・順序に気をつけて書きましょう。
・書いた文を読み返す習慣をつけましょう。

算数
・計算問題は、やった数が勝負です。

ドリルや練習問題を何回もくり返しましょう。
・生活の中でつかってみましょう。(買い物のときなど)
・文章問題をよく読み，意味を理解しながら，丁寧に解くよ

うにしましょう。
社会･理科
・家の人の買い物について行くなどして、家の外へ出る機会
を増やしましょう。

・自分の家の周りの自然，学校で学んだ施設などに関心をも
って観察しましょう。

・気がついたことや観察したことなど、文章や絵であらわし
てみましょう。

その他
・ふだんの生活の中で｢はてな？｣と思うことをたくさん増や

しましょう。
・お手伝いをすすんでしましょう。

家庭での援助
※３・４年生では家庭でのあたたかい励ましの言葉や助言で

やる気が大きくなります。徐々に自分でできるように励ま
しましょう。

※自分から学習場所に向かうよう，集中して取り組む姿勢を
ほめて励ましましょう。

※学習する前は，学習する場所をきちんと片付けさせ，必ず
毎日きちんとやりきらせることを習慣付けましょう。

※理科や社会で学習する地域の文化や自然，産業に触れる機
会を作りましょう。

5・6 年生

国語
〈宿題〉
・音読・日記は毎日続けましょう。
〈漢字練習〉
・部首や形に気を付けて、言葉や文を書くようにしましょう。
〈意味調べ〉
・授業でやっているところで、意味が分からない言葉を国語

辞典で調べましょう。

算数
〈計算練習〉
・教科書や今までにやったテスト、プリントに出てきた計算

をもう一度やってみましょう。
・必ず答えも確かめて、できるまでやりましょう。
・答え合わせには電卓を使ってもいいです。
〈文章問題〉
・今までに教科書やテストでやった文章問題をもう一度やっ

てみましょう。
・式を見やすく書くように心がけましょう。

社会・理科
〈教科書音読〉
・今習っているところを声を出して読んでみましょう。
〈都道府県名・山や川の名前・国名の暗記〉
・工夫してノートに書きながら覚えましょう。
・自分が興味関心があることをいろいろな資料を見つけて調

べてみましょう。
・学習した内容を自分の力でまとめよう。

いろいろな復習
・その日に習ったことをもう一度ノートに見やすくまとめて

みましょう。

家庭での援助
※考え方が大人なみになり，自立の一歩が見られる学年です。
「努力すればできるようになる」という気持ちを持たせ，子

どの自尊感情を育てるようにほめたり励またりしましょう。
※「継続は力なり」毎日続けてやりきる力を育てましょう。
※家族の一員として仕事や役割を決め，家庭科などで学習し

たことを生活の中で生かしましょう。
※学習する場所，開始する時刻を守らせ，計画を立てて学習

を進められるように励ましましょう。


